
 

 

 

平成２７年度行政評価 各事業の評価シートの見方 

 

第４次総合計画の体系別、担当部課別で評価シートを参照することができます。 

 

 

 

各評価シートは事業の評価結果等と、事業の実施結果や成果※１からなります。評価シー

トの内容を参照するには、それぞれ、事業名称の右側の「行政評価」、「施策の成果」の部

分をクリックしてください。 

 

 

                                                   
※１ 決算を議会の認定に付する際には、当該会計年度における主要な施策の成果を説明する書類を併せて

提出しなければならない（地方自治法第２３３条第５項） 

事業の評価結果等 事業の実施結果や成果 



「事業の評価結果等」の見方 

 

○ 事業情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業費のほか、人件費や公債費（市債の元利償還

金）等を加えた、総コスト情報を記載しています。 

※千円未満の端数は四捨五入しています。 

事業の決算額や財源内訳等を記載しています。 

※千円未満の端数は四捨五入しています。 

事業の第４次総合計画上での位置付けで

す。事業の実施により、ここに記載されて

いる施策の実現をめざします。 

施策に対する貢献度の判断根拠を記載して

います。 

 

妥当性・効率性・有効性の各評価を、Ａ：

３点、Ｂ：２点、Ｃ：１点で合計し、合計

が９点の場合はＡ、８~７点の場合はＢ、６

点以下の場合はＣと表示しています。 

 

事業の目標達成に向けた次年度以降の市としての

取組みの方向性を記載しています。 

第４次総合計画の施策目標実現のために、事業が

どの程度貢献しているかを記載しています。 

Ａ：非常に貢献している 

Ｂ：貢献している 

Ｃ：貢献していない 

事業の実施結果を、妥当性・効率性・有効

性の３つの視点から評価した結果を記載し

ています。評価の基準は下記のとおりです。 



○事業評価の基準 

以下の基準に基づき、事業の担当部局で評価を行った結果を記載しています。 

妥当性 効率性 有効性 

第４次総合計画の施策の

目的達成のための手段とし

て必要か、また内容は適正か

を評価します。 

 より少ない経費でより大

きな成果をめざす、費用対効

果の視点からの評価です。 

 予定していた事業内容の

とおり事業を実施すること

ができたかどうかの評価で

す。 

Ａ：施策の目的達成のための
手段として必要で内容も
適正である。 

 
Ｂ：施策の目的達成のための
手段として必要ではある
が、内容に検討の余地が
ある。 

 
Ｃ：施策の目的達成のための
手段として必要性が乏し
い、または内容の大幅な
改善を要する。 

Ａ：少ない経費で効率よく成
果をあげており、費用対
効果が高い。 

 
Ｂ：経費の削減に関して検討
の余地がある。または、
経費はそのままでも成果
の向上のため検討の余地
がある。 

 
Ｃ：経費に対する成果が低
く、実施手法の改善を要
する。 

Ａ：予定していた事業内容よ
りも優れた結果を残すこ
とができた。 

 
Ｂ：予定していた事業内容を

達成できた。または、予
定していた事業内容を達
成できたが、まだ検討の
余地がある。 

 
Ｃ：予定した事業内容の水準

を達成できず改善を要す
る。 

 

※１  平成２７年度の決算成果報告書では、紙面を有効活用し、事業の実施結果や

成果等に関する情報の充実を図るため、レイアウト等を変更しました。 

 

※２  各特別会計については、特別会計全体としての評価及び事業費（決算額）等

を掲載しています。また、平成２８年４月１日から下水道事業が地方公営企業

会計へ移行したことに伴い、下水道事業特別会計については、平成２８年３月

３１日をもって行った打ち切り決算の概要と、各事業の成果等を掲載していま

す。  

 

※３ 人件費について 

各事業に関連する人件費として、各事業に従事する職員数に平均人件費を乗

じた金額を記載しています（特別会計は、決算上の人件費を記載しています）。 

正職員   ： ７，７５２，９５６円 

再任用職員 ： ２，０８８，０６０円 

 

※４ 公債費について 

       事業に関連する市債の元利償還金を記載しています。 

 

※５ 人口及び世帯数 

人口  ： １０９，０３９人 

世帯数 ：  ４７，２８５世帯 

（平成２８年３月３１日現在） 



「事業の実施結果や成果」の見方 

 

○○○○事業                          

１．◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

  ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。 

 

 

２．●●●●●●● 

△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△

△△「△△△△△△△△」※△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△ 

 

  ※ △△△△△△△△ 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。 

 

事業の目的や概要、事業内容、成果等を

記載しています。 

 

難解な行政用語等を説明する場合は、本

文中にアンダーライン（波線）を引き、

※を付けて下部に説明文章を記載して

います。 


